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むかしむかし、今日は西れき0年、

平均気温60℃の森の国がありました。

国の中央で、国王のたん生日。

国みん全員国王のべっそうに集まっていました。



ですが、国王、森子は、国みんからあまり好かれていませんで

した。

なので、少ししか祝ふくされませんでした。

国王はおこってしまいました。

「国みんは全員追放します。」

でも、国王は一人ぼっちになった事に

気が付いていませんでした。



しかし、モリノ君だけは、ぬけ出しました。

すると、空から神がおちてきました。

「私は全世界の神だ。追放人を返せー !!」

「ギャー !!」

森子はまだ 1人になっていることに気がつきませんでした。



しばらくすると、森子はやっと一人ぼっちだということに

気づきました。

「もどってきて」

するとみんなは帰ってきました。

その時に、もう神はいませんでした。

森子はもう一つ、知りませんでした。

それは、モリノ君が、神様だったと言う事です。

おしまい。


